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仙
台
市
の
復
興
公
営
住
宅
の
整

備
事
業
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

当
組
合
の
卸
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
（
復
興
公
営
住
宅
複
合
ビ
ル
）

建
設
事
業
も
本
格
的
に
始
動
し
て

き
た
。
そ
こ
で
当
該
事
業
の
よ
り

具
体
的
な
推
進
を
図
る
た
め
に
、

役
員
・
建
設
委
員
会
合
同
に
よ
る

他
地
域
の
仙
台
市
復
興
公
営
住
宅

の
視
察
会
を
開
催
し
た
。

　

視
察
会
は
二
月
三
日
に
第
一
回
、

四
日
に
第
二
回
の
日
程
で
開
催
さ

れ
た
。
第
一
回
視
察
会
で
は
①
荒

井
東
第
一
期
復
興
公
営
住
宅
（
四

パ
タ
ー
ン
の
間
取
り
の
室
内
視

察
）、②
若
林
西
復
興
公
営
住
宅（
外

観
及
び
周
辺
施
設
の
視
察
）
の
二

箇
所
の
視
察
が
行
わ
れ
、
二
十
一

名
が
参
加
し
た
。
第
二
回
視
察
会

は
第
一
回
視
察
会
に
参
加
で
き
な

か
っ
た
役
員
・
委
員
を
対
象
に
同

住
宅
の
視
察
が
行
わ
れ
た
。

　

当
日
、
役
員
・
委
員
は
安
全
配

慮
の
た
め
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、

建
物
の
外
観
、
各
住
戸
タ
イ
プ
の

間
取
り
や
設
備
、
周
辺
施
設
等
を

熱
心
に
視
察
し
た
。

　

今
回
の
視
察
会
に
よ
り
、
こ
れ

か
ら
当
団
地
内
に
建
設
す
る
卸
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
復
興
公
営

住
宅
複
合
ビ
ル
）の
具
体
的
イ
メ
ー

ジ
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
、
大
変

有
意
義
な
視
察
会
と
な
っ
た
。

　

平
成
二
十
六
年
四
月
よ
り
消
費

税
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
今
般
の

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
は
、
幅
広

く
国
民
各
層
に
社
会
保
障
の
安
定

財
源
の
確
保
の
た
め
の
負
担
を
求

め
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
保
障
の

充
実
・
安
定
化
と
財
政
健
全
化
の

同
時
達
成
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

経
済
活
動
に
与
え
る
影
響
を
抑

え
る
た
め
、
平
成
二
十
六
年
四
月

よ
り
八
％
、
平
成
二
十
七
年
十
月

か
ら
は
十
％
と
段
階
的
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
昨
年
十
月
一

日
よ
り
特
定
事
業
者
（
買
い
手
）

に
よ
る
消
費
税
の
転
嫁
拒
否
等
の

行
為
を
禁
止
す
る｢

消
費
税
転
嫁

対
策
特
別
措
置
法｣

が
施
行
さ
れ

た
。
当
組
合
で
は
消
費
税
率
引
き

上
げ
に
対
す
る
対
策
と
し
て
昨
年

十
月
二
十
四
日
に
「
消
費
税
転
嫁

対
策
セ
ミ
ナ
ー
」、
今
年
の
三
月
六

日
に
は
「
消
費
税
法
改
正
対
策
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
組
合
員
へ

転
嫁
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
や
消
費
税

率
の
経
過
措
置
等
に
つ
い
て
の
情

報
提
供
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

　

今
回
の
消
費
税
率
引
上
げ
に
際

し
、
価
格
転
嫁
が
で
き
な
け
れ
ば
、

企
業
利
益
の
減
少
等
経
営
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
う
。
各

組
合
員
に
お
い
て
は
今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
の
内
容
等
を
参
考
に
し
て
、

自
社
の
利
益
の
保
護
を
図
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

 ■設計概要 : 若林西　復興公営住宅
 敷地面積 約 12,000㎥
 延床面積　 約 14,000㎥
 鉄筋コンクリート造 8階建・3棟
 整備戸数（合計）152戸
 2K 47戸
 3K 44戸
 4K 45戸
 4DK 16戸
 駐車場 150台予定

■ 設計概要 : 荒井東　復興公営住宅
 敷地面積 約 25,000㎥
 延床面積　 約 13,100㎥
 鉄筋コンクリート造 11階建・1棟
 整備戸数（合計） 197戸（1期）
 2K 74戸
 3K 63戸
 4K 40戸
 4DK 20戸
 駐車場 180台予定

▲仙台市の担当者から説明を受ける参加者▲荒井東復興公営住宅

▲若林西復興公営住宅

○外税請求分について
　消費税８％とし、増税分を転嫁致します。

○内税請求分について
　１）  駐車場料金について
　　・ 月極駐車場
 今回は据えおきとし、転嫁を見送ります。
　　 （税率10%改正のときに改めて転嫁価格を検討致します）

　　・ 時間貸し駐車場（サンフェスタ）
　　  利用者の利便性を考慮し、サンフェスタ附帯駐車

場の自動精算機における駐車料については据置
としますが、売掛については、増税分を転嫁致し
ます。

　２） 卸町会館貸会議室について
 増税分に見合った額を転嫁致します。
 施設内TRUNK、MOXの利用料についても同様と

致します。
 ※サンフェスタの展示場については消費税8％と

し、増税分を転嫁致します。

　平成26年４月１日から消費税法改正による税率の８％への引き上げが実施されます。
　当組合の各共同事業にかかるご請求につきましては下記のとおりとなりますので、ご理解とご協力の程、よろしくお願い申し
あげます。

記

1. 大規模小売事業者等による転嫁の拒否行為は禁止さ
れます。

 （買いたたきや、報復等が法律で禁止されます）
2. 「消費税還元セール」といった宣伝や広告が禁止され
ます。

3. 総額表示義務の特例によって、商品やサービスにつ
いて本体価格のみの表示が認められます。

4. 消費税の転嫁および表示の方法の決定に係る共同行
為が認められます。

消費税転嫁対策のポイント

（協）仙台卸商センター 消費税率改定について
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二
月
二
十
七
日
、
わ
い
わ
い

パ
ー
テ
ィ
ー
二
〇
一
三
反
省
会
が

開
催
さ
れ
、
わ
い
わ
い
パ
ー

テ
ィ
ー
二
〇
一
三
の
開
催
結
果
報

告
及
び
当
該
イ
ベ
ン
ト
の
今
後
の

展
開
（
開
催
日
程
、
開
催
内
容
等
）

に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、
次
回
の

委
員
会
に
て
継
続
し
て
検
討
し
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

二
月
七
日
、
卸
町
ふ
れ
あ
い
市

実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
開
催

内
容
や
広
報
計
画
、
出
展
募
集
内

容
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
た
。

　

二
月
十
七
日
、
卸
町
会
館
四
階

大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
「
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
」
が
、
牛
窪
恵
氏
を
講
師

に
迎
え
開
催
さ
れ
、「
最
新
！
ヒ
ッ

ト
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
読
み
解
く

男
女
の
消
費
傾
向
と
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が

行
わ
れ
た
。

　

牛
窪
氏
は
日
本
大
学
芸
術
学
部

を
卒
業
後
、
大
手
出
版
社
に
入
社
、

五
年
間
の
編
集
及
び
Ｐ
Ｒ
担
当
の

経
験
を
経
て
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー

と
し
て
独
立
。
雑
誌
や
テ
レ
ビ
の

企
画
、
取
材
、
執
筆
や
企
業
Ｐ
Ｒ

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
二
〇
〇
一

年
四
月
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
中

心
に
行
う
㈲
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
を

設
立
。「
日
経
ウ
ー
マ
ン
オ
ン
ラ

イ
ン
」、「
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
」、「
Ａ

Ｅ
Ｒ
Ａ
」
な
ど
に
連
載
、
ま
た
は

定
期
寄
稿
中
な
ど
、
多
方
面
で
活

躍
し
て
い
る
。

　

世
の
中
の
動
向
を
つ
か
む
こ
と

に
長
け
た
牛
窪
氏
は
、
業
界
動
向

　

二
月
十
日
に
卸
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
建
設
事
業 

事
業
者

選
定
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
当
選

定
委
員
会
の
正
副
委
員
長
の
選
出

及
び
事
業
者
選
定
の
実
施
要
領
に

つ
い
て
審
議
が
さ
れ
た
。

　

二
月
十
二
日
に
卸
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
建
設
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
実
施
設
計
・
施
工
・
監
理

業
務
に
係
る
事
業
者
選
定
委
員
会

を
踏
ま
え
た
上
で
、
消
費
者
ニ
ー

ズ
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る

の
か
を
世
代
ご
と
に
解
説
。
バ
ブ

ル
世
代
、
ア
ラ
サ
ー
世
代
等
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
た
。
時
に
は
冗
談
も
交
え

て
、
お
よ
そ
九
十
分
に
わ
た
っ
て

講
演
し
、
テ
レ
ビ
番
組
の
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
す
る
牛

窪
氏
の
快
活
な
語
り
に
、
当
日
受

講
し
た
約
一
五
〇
名
を
越
え
る
参

加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

た
。

と
そ
の
正
副
委
員
長
及
び
事
業
者

選
定
に
関
す
る
実
施
要
領
（
案
）・

公
募
要
領
（
案
）、
全
体
工
程
と

建
設
業
者
決
定
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

た
。

　

尚
、
当
該
建
設
事
業
の
進
捗
状

況
は
別
表
の
と
お
り
。

　

二
月
四
日
午
後
三
時
よ
り
、
卸

町
会
館
四
階
大
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
営
業
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ

た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、「
育
て
て
い
ま

す
か
？
営
業
ス
タ
ン
ス
を
！
」
〜 

勝
て
る
営
業
戦
術
づ
く
り 

〜
を

テ
ー
マ
に
、
㈱
イ
ン
サ
イ
ト
経
営
・ 

代
表
取
締
役
の
飯
塚
英
太
郎
氏
を

講
師
に
迎
え
、
組
合
員
か
ら

百
十
一
名
が
参
加
し
た
。

　

飯
塚
氏
の
専
門
は
営
業
力
強
化

支
援
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

営
業
力
強
化
支
援
で
は
、
営
業
戦

略
策
定
か
ら
営
業
マ
ン
と
の
同
行

指
導
ま
で
幅
広
く
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
以
下
の
四
項
目

【
二
月
三
日
】

・
役
員
・
建
設
委
員
会
復
興
公
営

住
宅
視
察
会（
荒
井
東
、若
林
西
）

【
二
月
四
日
】

・
役
員
・
建
設
委
員
会
復
興
公
営

住
宅
視
察
会（
荒
井
東
、若
林
西
）

・
部
会
連
絡
会
議

・
営
業
セ
ミ
ナ
ー

【
二
月
七
日
】

・
青
年
経
営
研
究
会
役
員
会

・
卸
町
ふ
れ
あ
い
市
実
行
委
員
会

・
第
二
部
会
・
繊
維
組
合
合
同
新
年
会

・
第
五
部
会
新
年
会

【
二
月
十
日
】

・
卸
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
建

設
事
業 

事
業
者
選
定
委
員
会

【
二
月
十
二
日
】

・
第
三
四
半
期
監
査
会

・
卸
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
建
設
委
員
会

・
第
五
六
八
回
理
事
会

【
二
月
十
三
日
】

・
第
一
部
会
例
会

・
東
北
卸
商
業
団
地
連
絡
協
議
会

　

事
務
局
職
員
研
修
会

に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
た
。

○
営
業
組
織
の
実
態
と
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
営
業

　

営
業
手
法
に
模
範
解
答
を
求
め

て
は
い
け
な
い
。
相
手
企
業
の

ニ
ー
ズ
を
想
定
し
て
問
題
点
を

キ
ー
マ
ン
と
共
有
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

○
営
業
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
使
命

　

営
業
マ
ン
の
活
動
管
理
だ
け
で

は
な
く
、
市
場
の
維
持
、
拡
大

に
努
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

○
営
業
マ
ン
の
課
題

①
す
ぐ
に
値
引
し
て
し
ま
う

②
キ
ー
マ
ン
（
経
営
者
）
に
会
え

な
い

③
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
（
商
談
締
結
）

で
き
な
い

【
二
月
十
四
日
】

・
第
三
部
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

【
二
月
十
七
日
】

・
第
四
部
会
常
任
委
員
会

・
第
四
部
会
例
会

・
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

・
白
秋
会
例
会

・
青
年
経
営
研
究
会
例
会

【
二
月
十
八
日
】

・
第
一
部
会
常
任
委
員
会

・
と
う
ほ
く
あ
き
ん
ど
デ
ザ
イ
ン
塾
セ
ミ
ナ
ー

【
二
月
十
九
日
】

・
第
五
六
九
回
理
事
会

【
二
月
二
十
日
】

・
第
四
部
会
青
年
部
会
新
年
会

【
二
月
二
十
一
日
】

・
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
例
会

・
第
五
部
会
常
任
委
員
会

・
第
一
部
会
ミ
ド
ル
会
新
年
会

【
二
月
二
十
五
日
】

・
シ
ン
グ
ル
会
新
年
会

【
二
月
二
十
七
日
】

・
防
火
管
理
実
務
研
修
会

・
わ
い
わ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
二
〇
一
三
反
省
会

○
営
業
ス
タ
ン
ス
の
育
て
方

①
営
業
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
時
に
は

顧
客
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
姿
を

部
下
に
見
せ
る

②
部
下
に
何
度
も
根
気
強
く
言
っ

て
聞
か
せ
る

③
部
下
に
実
際
に
や
ら
せ
て
み
る

　

企
業
成
績
を
伸
ば
す
に
は
必
要

不
可
欠
な
営
業
力
強
化
。
当
日
は

各
組
合
員
の
管
理
職
、
営
業
マ
ン

共
に
自
社
の
営
業
力
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
熱
心
に
聴
講
し
て
い
た
。

わ
い
わ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

二
〇
一
三
反
省
会

卸
町
ふ
れ
あ
い

市
実
行
委
員
会

卸
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
建
設
事
業 

事
業
者
選
定
委
員
会

卸
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ

建
設
委
員
会

10月
　10/8  第5回建設委員会
 設計等業務に係る事業者選定に関する公募ス

キーム（実施要領、公募要領等）、選定委員メンバー
の検討、仙台市との基本協定内容についての検討

 第562回理事会
 委員会審議内容報告・承認
 設計等業務に係る事業者の公募開始

　10/18  第1回選定委員会開催　
 正副委員長の選出および応募状況等経過報告

 設計等業務に係る事業者選定公募説明会開催

11月
　11/1 第2回選定委員会
 応募状況報告　ヒアリング審査実施・事業者選定
       
　11/6  第6回建設委員会
 ヒアリング審査内容審議・事業候補者決定

　11/7   「(仮称)仙台市卸町駅周辺復興公営住宅買取事業
に関する基本協定書」締結

　11/11 第564回理事会
 委員会審議内容報告・承認
 設計等業務に係る事業者を㈲阿部仁史アトリエ

に決定
12月
　12/9 第7回建設委員会
 事業スケジュール確認　組織体制審議

　12/12 建設準備室設置

　12/17 第8回建設委員会
 テナントリーシング及び建設コストコントロール

に係るアドバイザーの追加等審議
　
　12/18 第567回理事会
 委員会審議内容報告・承認

平成26年
1月
　1/14 第9回建設委員会
 新工程の提示

 卸町コミュニティプラザ内施設配置等建設プログ
ラム内容審議

 設計等業務に係る事業者との基本協定書・設計業
務委託契約内容審議

　1/15 第567回理事会
 委員会審議内容報告・承認

　1/16 設計等業務に係る事業者・㈲阿部仁史アトリエと
の基本協定書締結

　1/29 第10回建設委員会
 実施設計・施工・監理に係る事業者選定委員会の

設置
 テナントリーシング・アドバイザー業務審議
2月
　2/3 第1回仙台市復興公営住宅視察会
 荒井東(第一期)復興公営住宅、若林西復興公営住

宅

　2/4 第2回仙台市復興公営住宅視察会
 荒井東(第一期)復興公営住宅

　2/10 第1回選定委員会
 正副委員長の選出及び実施要領・公募要領、スケ

ジュール審議

　2/12 第11回建設委員会
 選定委員会審議内容・アドバイザー業務他につい

て審議

 第568回理事会
 委員会審議内容報告・承認

　2/19 第569回理事会
 事業報告・承認
3月
　3/3 第12回建設委員会開催
 仙台市との基本協定に基づく当該用地調査等に

ついて審議
 実施設計・施工・監理に係る事業者選定方法につ

いて審議
 全体工程・建設事業者決定までのスケジュール審

議
 第570回理事会
 委員会審議内容報告・承認

卸町コミュニティプラザ（復興公営住宅複合ビル）建設事業の進捗状況について

▲牛窪恵氏の講演のようす

▲飯塚英太郎氏の講演のようす



喰 い 処 南 禅 2 8 4 － 0 7 1 5
写 真・ カ メ ラ デ ジ タ ル ラ ボ 文 化 堂 2 3 1 － 6 3 2 7
フラワーショップ ア イ フ ラ ワ ー 2 3 5 － 9 7 6 8
宝 く じ 卸商団地チャンスセンター 2 8 3 － 3 2 7 0
カ ギ ＆ ド ア ㈱ 東 北 キ ー セ ン タ ー 2 3 8 － 1 3 5 1
家 電 修 理 田 村 家 電 セ ン タ ー 2 3 1 － 3 2 1 3
印章、名刺・ハガキ印刷 卸 町 ハ ン コ セ ン タ ー 2 3 1 － 6 3 2 4
携帯・リサイクルトナー ㈱ ビ ッ グ 企 画 7 8 2 － 7 0 7 1
ホ ビ ー シ ョ ッ プ ビ ッ グ サ ン ダ ー 2 3 7 － 3 1 4 1
健 診 施 設 み や ぎ 健 診 プ ラ ザ 2 3 1 － 3 6 5 5
不 動 産 ㈱ メ デ ィ ア・ラ イ フ

（事務所新築工事に伴い第三分室ビルに一時移転して営業中）
7 8 8 － 0 3 0 1

仙 台 卸 業 商 事 ㈱ 2 3 5 － 2 1 6 6
卸 町 郵 便 局 2 8 4 － 0 0 3 3
㈱JTB東北トラベランド仙台卸町会館店 2 8 4 － 0 7 9 4
東京リボン㈱ 仙台営業所 7 8 2 － 7 8 9 9
お ろ し ま ち 歯 科 医 院 2 3 7 － 8 2 4 1
理容　ファインカット・シン 2 8 3 － 7 5 0 5
仙 台 流 通 事 業 2 3 1 － 7 2 5 2
㈱ マ ー ク ス 2 9 0 － 6 9 6 8
レ ス ト ラ ン ゼ ル コ バ 2 8 4 － 0 0 1 1

卸町会館1階

卸町会館2階

卸町会館4階

サンフェスタ2階
（順不同） （順不同）

卸町会館 第3分室ビル

▲AED訓練のようす

第 535号（3）　平成 26 年 3 月 1 日 仙 台 卸 商 団 地 ニ ュ ー ス
　

団
地
内
企
業
従
業
員
を
対
象
と

し
た
防
火
管
理
実
務
研
修
会
（
㈿

仙
台
卸
商
セ
ン
タ
ー
、
仙
台
卸
商
セ

ン
タ
ー
自
衛
消
防
連
絡
協
議
会
合

同
開
催
）
が
二
月
二
十
七
日
に
行
わ

れ
、
四
十
五
社
五
十
名
が
参
加
し

た
。

　

当
組
合
に
お
い
て
は
、
昨
年
六
月

に
組
合
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
、
組
合
員
各
社
に
配
布
し
て
い

る
が
、
今
回
の
研
修
会
は
昨
年
十
一

月
に
行
っ
た
組
合
全
体
に
お
け
る

防
災
訓
練
に
続
く
今
年
度
二
回
目

の
研
修
会
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
訓
練
内
容
と
し
て
は

ま
ず
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
た
集
合
訓
練
を
行
っ
た
。
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て
は
団
地

内
を
六
ブ
ロ
ッ
ク
に
区
分
け
し
、
ブ

ロ
ッ
ク
ご
と
の
リ
ー
ダ
ー
と
集
合
場

所
を
設
定
し
、
災
害
発
生
時
に
は
、

各
所
属
組
合
員
が
当
該
集
合
場
所

に
集
ま
り
、
各
社
の
安
否
情
報
等

の
報
告
を
行
い
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
お

い
て
当
該
安
否
情
報
を
取
り
ま
と

め
、
仙
台
卸
商
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し

た
防
災
対
策
本
部
に
報
告
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
研
修
会

で
は
サ
ン
フ
ェ
ス
タ
一
階
を
仮
の
集

合
場
所
と
し
て
設
定
し
、
集
合
訓

練
を
実
施
し
た
。

　

次
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
防
災
・
減
災

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
理
事
長
の
今

野
隆
彦
氏
及
び
副
理
事
長
の
守
屋

資
郎
氏
に
よ
り
「
災
害
の
素
に
な

る
も
の
を
知
っ
て
備
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
講
話
が
行
わ
れ
た
。

　

今
野
理
事
長
は
工
学
博
士
、
守

屋
副
理
事
長
は
理
学
博
士
の
博
士

号
を
持
ち
、
地
質
調
査
を
専
門
と

す
る
会
社
を
経
営
す
る
一
方
、
日
頃

か
ら
防
災
・
減
災
に
関
す
る
啓
発

活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

講
話
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を

経
験
し
た
私
た
ち
が
、
卸
町
の
地
盤

の
特
性
を
把
握
し
た
上
で
、
今
後

も
続
く
で
あ
ろ
う
余
震
や
三
十
年

に
一
度
発
生
す
る
と
言
わ
れ
る
宮
城

県
沖
地
震
が
発
生
し
た
際
に
、
ど
の

よ
う
な
備
え
が
必
要
な
の
か
に
つ
い

て
解
説
い
た
だ
い
た
。

　

次
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
宮
城
支

　

㈿
仙
台
卸
商
セ
ン
タ
ー
の
関
連

会
社
で
あ
る
㈱
Ｓ
Ｊ
Ｃ
は
昨
年
４

月
か
ら
、
仙
台
市
経
済
局
か
ら
の

委
託
事
業
で
あ
る
「
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ

る
農
業
支
援
事
業
（
緊
急
雇
用
創

出
事
業
実
施
要
綱
に
基
づ
く
）」
を

東
北
大
学
農
学
部
を
は
じ
め
、
各

関
連
企
業
と
共
に
実
施
し
て
い
る
。

　

当
該
事
業
は
日
本
の
農
業
が
抱

え
る
「
農
業
就
労
者
の
高
齢
化
」、

「
地
域
過
疎
化
」、「
輸
入
農
産
物
と

の
競
争
激
化
」
と
い
う
課
題
に
対

し
、
植
物
工
場
に
代
表
さ
れ
る
環

境
制
御
型
農
業
で
は
な
く
、
低
価

格
な
Ｉ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
て
地
域

毎
の
気
候
要
素
や
特
産
品
の
生
産

性
向
上
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
「
環
境

付
随
型
農
業
」
で
課
題
解
決
を
図

店
設
備
部
災
害
対
策
室
の
金
澤
昇

氏
よ
り
安
否
確
認
訓
練
と
し
て
Ｎ

Ｔ
Ｔ
災
害
用
伝
言
掲
示
板
（
１
７
１

番
）
の
使
い
方
に
つ
い
て
の
研
修
が

行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
、
若
林
消
防
署
警
防
課

救
急
係
伊
藤
武
夫
氏
の
指
導
の
下
、

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。ま
た
、

当
該
事
業
に
お
い
て
、
農
業
と
Ｉ
Ｔ

の
双
方
の
知
識
を
保
有
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
「
橋
渡
し
役
」
と
な
る
「
農

業
Ｉ
Ｔ
マ
イ
ス
タ
ー
」
の
育
成
を
目

指
し
て
講
習
会
を
開
催
し
て
き
た
。

　

先
日
、
最
後
の
講
習
会
と
な
る

「
第
三
回
Ｉ
Ｔ
農
業
講
習
会
」
が
、

河
北
新
報
社
の
元
旦
朝
刊
に
掲
載

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
定
員
を
大

幅
に
上
回
る
参
加
者
で
、
盛
況
の
う

ち
に
無
事
終
了
し
た
。

　

委
託
事
業
は
今
年
３
月
末
で
終

了
と
な
る
が
、
他
県
か
ら
「
出
張

講
習
」等
の
引
き
合
い
も
来
て
い
る
。

　

㈱
Ｓ
Ｊ
Ｃ
は
卸
町
か
ら
他
県
、
そ

し
て
全
国
へ
と
、
新
た
な
営
農
シ
ス

テ
ム
の
展
開
を
目
指
し
て
い
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
用
し
た
救
急
訓
練
が
行
わ
れ

た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
電
気
が
流
れ
な
い
も

の
で
の
訓
練
で
あ
っ
た
が
、
参
加
者

同
士
で
確
認
し
合
い
な
が
ら
、
手
順

を
間
違
え
な
い
よ
う
慎
重
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
に
よ
る
救
命
訓
練
を
行
っ
て
い

た
。

　

職
場
や
家
庭
で
も
災
害
時
の
初

期
行
動
、
ま
た
、
連
絡
手
段
や
避

難
場
所
に
つ
い
て
今
一
度
確
認
し
て

い
た
だ
き
、
ま
た
、
食
料
、
生
活
用

品
な
ど
の
備
蓄
に
つ
い
て
も
準
備
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

東
北
卸
商
業
団
地
連
絡
協
議
会

事
務
局
職
員
研
修
会
が
二
月
十
三

日
に
開
催
さ
れ
、
東
北
六
県
の
卸

団
地
、
八
団
地
か
ら
十
一
名
が
参

加
し
た
。

　

当
組
合
の
よ
う
な
卸
団
地
は
全

国
各
地
に
あ
り
、
東
北
の
卸
団
地

が
集
ま
り
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ

り
会
員
団
地
組
織
の
強
化
と
地
域

卸
業
界
の
発
展
を
期
す
た
め
の
協

議
会
で
あ
る
。

　

今
回
は
中
小
企
業
大
学
校
仙
台

校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

研
修
で
は
ま
ず
、
協
同
組
合
仙

台
卸
商
セ
ン
タ
ー
の
現
況
に
つ
い

て
、
浅
野
事
務
局
長
よ
り
説
明
が

さ
れ
た
。

　

次
に
中
小
企
業
大
学
校
仙
台
校

の
校
長
・
福
村
恭
氏
よ
り
、「
高
度

化
制
度
と
一
体
性
維
持
に
つ
い
て

〜
組
合
の
求
心
力
強
化
に
何
が
必

要
か
〜
」
と
題
し
講
義
が
行
わ
れ

　

二
月
十
四
日
、
第
三
部
会
（
日

　

各
部
会
で
は
、
一
月
か
ら
二
月

初
旬
に
か
け
て
新
年
会
が
開
催
さ

れ
た
が
、
各
部
会
の
関
係
団
体
に

お
い
て
も
新
年
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

二
月
二
十
日
、
第
四
部
会
青
年

部
会
（
庄
子
和
裕
会
長
・
㈱
東
北

カ
ナ
メ
課
長
）
の
新
年
会
が
開
催

さ
れ
、
十
三
名
が
参
加
し
た
。

　

ま
た
、
二
月
二
十
一
日
に
は
第

一
部
会
ミ
ド
ル
会
（
及
川
慶
一
郎

会
長
・
㈱
お
い
け
い
社
長
）
の
新

年
会
が
開
催
さ
れ
、
八
名
が
参
加

し
た
。

た
。
講
義
で
は
高
度
化
事
業
の
概

要
と
卸
商
団
地
設
立
の
経
緯
が
説

明
さ
れ
た
。
続
い
て
、
高
度
化
事

業
の
内
容
と
意
義
を
踏
ま
え
た
上

で
、
組
合
の
課
題
と
し
て
、
①
「
保

有
施
設
の
有
効
活
用
と
共
同
事

業
」、
②
「
世
代
交
代
」、
③
「
一

体
性
の
維
持
」
の
三
点
を
挙
げ
、

こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い

て
講
義
が
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
講
義
を
踏
ま
え
た
上

で
各
団
地
の
課
題
や
取
り
組
み
に

つ
い
て
出
席
者
の
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
意
見
交
換
会
で
は
団
地

規
模
の
違
い
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
が
刺
激
を
受
け
る
研
修
会
と

な
っ
た
。

　

今
後
も
継
続
し
て
研
修
会
を
実

施
し
、
意
見
交
換
を
通
じ
、
各
組

合
が
よ
り
良
い
も
の
に
な
る
た
め

の
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

用
品
雑
貨
関
係
部
会
・
宍
戸
慈
光

部
会
長
・
㈱
テ
イ
ク
・
ワ
ン
社
長
）

で
は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

し
た
。
当
日
は
十
三
社
か
ら

六
十
六
名
が
参
加
し
、
男
女
混
合

個
人
戦
（
二
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
戦
、

女
性
ハ
ン
デ
ィ
・
一
ゲ
ー
ム
三
十

ピ
ン
）
で
競
技
が
行
わ
れ
た
。

　

二
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
三
百
十
三

の
ス
コ
ア
（
ハ
ン
デ
ィ
込
）
で
、

㈱
瀬
戸
屋
の
平
尾
加
奈
子
氏
が
優

勝
を
飾
っ
た
。

第
一
部
会
ミ
ド
ル
会
、

第
四
部
会
青
年
部
会
新
年
会

第
三
部
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

▲説明中の（株）SJC社員と受講生

▲危機管理マニュアルに沿った集合（受付）訓練

▲ボウリング大会の参加者



▲セミナーのようす

平成 26 年 3 月 1 日　（4）仙 台 卸 商 団 地 ニ ュ ー ス第 535号
　

五
月
十
一
日
㈰
に
、
第
二
十
四

回
仙
台
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
開
催
さ
れ
る
。

　

一
般
の
部
、
車
椅
子
の
部
と
も

に
、
仙
台
市
陸
上
競
技
場
を
ス

タ
ー
ト
。
西
公
園
、
仙
台
市
役
所

市
民
広
場
を
通
過
し
、
卸
町
方
面

を
回
り
、
仙
台
市
陸
上
競
技
場
が

ゴ
ー
ル
と
な
る
。

　

卸
町
に
は
新
寺
通
り
か
ら
入

り
、
東
の
杜
大
通
（
東
仙
台
南
小

泉
線
）
を
北
進
、
東
の
杜
大
通
で

折
り
返
す
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い

る
。

　

今
回
は
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
、
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女

子
マ
ラ
ソ
ン
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
高

橋
尚
子
氏
が
参
加
す
る
予
定
で
あ

り
、
当
日
は
沿
道
に
立
ち
出
場
者

達
に
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

当
組
合
と
し
て
も
、
出
場
者
達

へ
の
応
援
と
と
も
に
卸
町
を
広
く

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

　

二
月
十
八
日
、
と
う
ほ
く
あ
き

ん
ど
で
ざ
い
ん
塾
（
以
下
あ
き
ん

ど
塾
）
で
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
デ
ザ
イ
ン
講
座
」
を
開

催
し
た
。

　

今
回
は
、
会
社
や
ブ
ラ
ン
ド
の

ロ
ゴ
、
名
刺
、
封
筒
な
ど
、
創
業
・

起
業
時
に
必
須
の
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ

テ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
や
イ
メ
ー
ジ
戦

略
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

た
。

　

当
日
は
あ
き
ん
ど
塾
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
エ
デ
ィ
ト
リ

ア
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
松
井
健
太
郎

氏
が
講
師
を
務
め
た
。

　

競
合
他
社
と
の
差
別
化
を
図
る

た
め
の
デ
ザ
イ
ン
や
ビ
ジ
ュ
ア
ル

を
打
ち
出
す
た
め
の
具
体
的
な
発

注
方
法
や
制
作
時
の
ポ
イ
ン
ト

を
、
事
例
と
共
に
紹
介
し
た
。

　

あ
き
ん
ど
塾
で
は
今
後
も
、
ビ

ジ
ネ
ス
に
役
に
立
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
に

つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
く
の
で
、

是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

催事名： 言言（KotoKoto）第1回公演～『東京裁判』～
　―1946年、東京、市ヶ谷。極東国際軍事裁判所、法廷内。弁護団主任
弁護人席。彼らはたった5人で立ち向かった。
過去と向き合いながら、ひたすらに言葉のみで。―

会　場： せんだい演劇工房10-BOX　box-1
日　程： 4月11日（金）～13日（日）
時　間： 4月11日（金）19:00開演
 4月12日（土）14:00開演/19:00開演
 4月13日（日）13:00開演/17:00開演
入場料： 一般前売・当日ともに2,000円
 高校生以下無料（要学生証、各回申込先着10名） 
◇お申込み・お問い合わせ◇
TEL：090-3964-5354（飯沼）
Mail：unit_kotokoto@yahoo.co.jp

能のおけいこ体験講座　～能を知れば、日本文化が見えてくる～

１．喜多流　「田村」の謡と仕舞
講　師： 佐藤寛泰（喜多流　能楽師）
会　場： 能-BOX（せんだい演劇工房10-BOX　別館）
日　程： 4月14日（月）、15日（火）、5月19日（月）、20日（火）、6月12日（木）、
  13日（金）
時　間： 午前クラス10:00～12:00/午後クラス13:00～15:00
  6月13日（金）発表会
対　象： 全日程（全6回）参加できる方。定員15名程度。3月6日（木）より申込み受付中。
受講料： 8,000円　※白足袋を各自ご用意ください。

２．金春流　謡「熊野」、「猩々」の謡と仕舞
講　師： 本屋禎子（仙台市能楽振興協会）
会　場： 能-BOX（せんだい演劇工房10-BOX　別館）
日　程： 5月11日（日）、6月8日（日）、15日（日）、29日（日）、7月6日（日）、 13日（日）
時　間： クラス10:00～12:00
　　　 7月13日（日）発表会
対　象： 全日程（全6回）参加できる方。定員15名程度。
  4月7日（月）午前10時より申込み受付開始。
受講料： 3,000円　※白足袋を各自ご用意ください。

◇お申込み・お問い合わせ◇
せんだい演劇工房10-BOX
TEL：022-782-7510

劇都仙台
おろしまちボックス

仙台市若林区卸町 2-12-9
TEL.022-782-7510 E-mail:box-10@k2.dion.ne.jp

せんだい演劇工房10-BOX

平成26年度団地内定例清掃
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月
8 13 10 8 ― 9 14 11 9

（火）（火）（火）（火） （火）（火）（火）（火）
22 27 24 22 26 24 28 25 ―（火）（火）（火）（火）（火）（水）（火）（火）
■回収場所　全体で10ヶ所（添付図面参照）
 団地内 8ヶ所
 第一部会　第12平面駐車場　北側出入口
 第二部会 第22立体駐車場　入口
   仙台卸商センター共同暖房事業所裏　ゴミ置場
 第三部会 第31平面駐車場　北側出入口
   イベント倉庫前
 第四部会 第41平面駐車場　南側出入口
 第五部会 第53平面駐車場　南側出入口
   第51平面駐車場前
   第二団地　2ヶ所
   マクシスコーポレーション㈱様向かい側緑地
   ジャパンエンヂニアリング㈱様隣接共同駐車場前
※ゴミ回収場所からのゴミ撤収は、定例清掃日の翌日午前中までに行い
ます。回収時間までにお近くのゴミ回収場所にお持ち下さい。
■そ の 他
　①ゴミは、燃えるゴミと燃えないゴミに分別し、「地域清掃ゴミ袋」に入

れて出してください。道路上の土や砂は回収の対象になりませんの
で、清掃ゴミとは別のビニール袋に分別処理をしてください。

　②事業所ゴミ・生活ゴミは、従来通リ「営業用ゴミ袋」にて処理してくだ
さい。

※ご不明な点がありましたら、下記までお問い合わせください。
　(協)仙台卸商センター　総務部管財課　電話番号235-2161

■実　施　日


